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〈講 演〉

第50回日本香粧品学会学術大会（2025）・学会50年の振り返り講演

日本の香粧品の華麗なる過去を振りかえり，輝ける未来に期待する

川 島  眞

Looking Back at the Glorious History of Japanese Cosmetics,  
We Look Forward to a Bright Future

Makoto KAWASHIMA

華麗なる過去と不幸な出来事

日本香粧品学会は，1976年に安田利顕東邦大学皮膚
科教授を初代理事長として設立された。化粧品およびそ
の関連物質に関する種々の医学的および科学的問題につ
いて，討論する場がなかったのを遺憾に思った皮膚科
医，化粧品研究者，薬学者等の研究者からなる同好の士
が集まって，これらの問題について討議の場を作ること
を目的とした。その後，高瀬吉雄，朝田康夫，武田克
之，原田昭太郎の各理事長が続き，2007年から2017年
まで私が理事長を務めた。その後，石河　晃理事長が就
任し，2025年に8代目理事長として林　伸和虎の門病
院皮膚科部長の就任が決まった。

2000年ころまでの本学会の活動の主たるものは，化
粧品の安全性追求であった。その当時，1917年に Riehl 
Gが報告したリール黒皮症という女性の顔面に網目状の
色素沈着をきたす疾患が日本でも多発していた。後に
女子顔面黒皮症と命名された本症の原因の一つとして，
タール系色素による慢性的な接触皮膚炎であることが皮
膚科医により明らかにされ，本学会でも大きく取り上げ
られた。この色素を配合禁止にすることで，現在では本
症を見ることはほとんどなくなった。この時代の本学会
のもたらした大きな成果の一つとして挙げられる。この
ような活動は化粧品の安全性の確立をもたらし，日本製
化粧品への信頼向上につながり，世界からジャパニーズ
コスメとして憧れを持って見られる存在となった。その
結果，日本の産業の中でも自動車産業とともに外貨を稼
げる製品となり，各デパートの1階は必ず化粧品売り場
が占めることとなり，来日中国人が最も購入する日本製
品のトップに化粧品が上がることになった。日本の香粧
品の華麗にして現在に生き続けている歴史の一つであ
る。
安全性追求とともに2000年以前から始まっていたが，

2010年ころまでは化粧品機能の追求の時代と言える。

その象徴的な出来事は2006年に発表された化粧品機能
評価法ガイドラインの策定である。当時の原田昭太郎理
事長の号令のもと，私が策定委員長となりシミ，シワ，
サンスクリーン剤，安全性の4つの領域に分かれて皮膚
科医，薬学者そして化粧品各社のその領域のスペシャリ
ストたちが一堂に会して，1年間という短期間のうちに
各領域のガイドラインを策定し公表した。各社のいわば
ライバル同士が同じ目的のために忌憚のない意見を出し
合い纏め上げたのである。そのガイドラインは英訳さ
れ，海外での化粧品開発にも影響を与えることとなっ
た。このガイドライン策定も日本香粧品学会の華麗なる
業績として高く評価されるものである。
このガイドラインの策定による成果は，シワに対する
製品の新たな標榜の取得である。2011年にはまず，化
粧品の新規効能として「乾燥による小ジワを目立たなく
する」という標榜が認められた。現在では数多くの保
湿化粧品がこの効能のもとに販売されている。さらに
2016年には医薬部外品（薬用化粧品）の新規効能表現と
して「シワを改善する」が承認され，シワをターゲット
とする市場が急激に拡大し，ニールワン，レチノール，
ナイアシンアミドの3成分を含有した製品がこの効能を
取得している。ガイドライン策定の成果が可視化された
華麗なる出来事である。
これらの日本の香粧品の華麗なる歴史を揺るがすかの
ような出来事が，2009年の茶のしずく石鹸事件と2013
年のロドデノール事件である。前者は経皮的感作により
遅延型アレルギーのみならず即時型アレルギーも生じ得
ることを驚きとともに教えてくれた。また洗い流す製品
であっても，その含有成分には細心の注意が要求される
ことを改めて知らされた。後者の事件は，開発臨床試験
の限られた症例数では明らかにできなかった副作用が，
発売後に多数例に使用されることで顕性化したもので，
当時の薬用化粧品の試験の不十分さを露呈させた。この
不幸な事件に学び，薬用化粧品の安全性試験として，外
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